
(57)【要約】

【課題】　二次電池の温度上昇を抑える通気口から水や

塵埃が浸入した場合でも電気回路部分に障害が生じない

ようにした電池パックを提供する。

【解決手段】　複数の二次電池２はそれぞれセンターフ

レーム７、底側フレーム８、端子側フレーム６によって

隣り合う間に所定間隔を設けて並列配置した状態に保持

され、複数の二次電池２を直列接続して端子側フレーム

６に回路基板３を取り付けることにより複数の二次電池

２と回路基板３とが一体化される。回路基板３には樹脂

モールドが施される。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
電 池 缶 内 に 極 板 群 及 び 電 解 液 を 収 容 し て 開 口 端 を 封 口 板 に よ っ て 封 口 し 、 前 記 封 口 板 に 極
端 子 が 設 け ら れ て な る 複 数 の 二 次 電 池 と 、 各 二 次 電 池 の 動 作 を 制 御 管 理 す る 電 池 管 理 回 路
を 構 成 し た 回 路 基 板 と を パ ッ ク ケ ー ス 内 に 収 容 し て な る 電 池 パ ッ ク で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の 二 次 電 池 を そ の 封 口 板 側 を 同 一 方 向 に し て フ レ ー ム に よ っ て 保 持 す る こ と に
よ り 複 数 の 二 次 電 池 を 一 体 化 し 、 複 数 の 二 次 電 池 の 封 口 板 側 を 保 持 す る フ レ ー ム に 前 記 回
路 基 板 を 取 り 付 け 、 回 路 基 板 と 各 二 次 電 池 及 び 入 出 力 端 子 と の 間 を 電 気 的 接 続 し た 後 、 回
路 基 板 の 所 要 面 を 樹 脂 被 覆 す る 樹 脂 モ ー ル ド が 施 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 電 池 パ ッ ク
。
【 請 求 項 ２ 】
二 次 電 池 は 、 扁 平 角 形 に 形 成 さ れ 、 そ の 最 大 面 積 平 坦 面 が 所 定 間 隔 を 隔 て て 互 い に 対 面 す
る よ う に フ レ ー ム に よ っ て 保 持 さ れ て な る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 池 パ ッ ク 。
【 請 求 項 ３ 】
樹 脂 モ ー ル ド は 、 電 気 的 導 電 部 分 を 含 む 電 子 部 品 実 装 面 を 樹 脂 被 覆 す る 請 求 項 １ に 記 載 の
電 池 パ ッ ク 。
【 請 求 項 ４ 】
樹 脂 モ ー ル ド は 、 封 口 板 側 フ レ ー ム の 回 路 基 板 を 収 容 し た 凹 部 内 に 回 路 基 板 を 被 覆 し て 樹
脂 を 充 填 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 池 パ ッ ク 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 動 ド リ ル な ど の 電 動 工 具 の 電 池 電 源 と し て 好 適 な 電 池 パ ッ ク に 関 す る も の
で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 動 工 具 の ハ イ パ ワ ー 化 に 伴 っ て そ の 電 池 電 源 と し て 構 成 さ れ た 電 池 パ ッ ク は 大 き な 放
電 電 力 が 出 力 で き る も の が 要 求 さ れ る 。 こ の 要 求 を 満 た す た め に 多 数 の 二 次 電 池 を パ ッ ク
ケ ー ス 内 に 収 め た 電 池 パ ッ ク が 用 い ら れ て い る 。 し か し 、 電 動 工 具 は 手 持 ち 操 作 さ れ る も
の で あ る た め 、 電 池 パ ッ ク は よ り 小 型 で よ り 軽 量 な も の が 求 め ら れ て い る 。 一 般 的 に は 電
池 と し て ニ ッ ケ ル － カ ド ミ ウ ム 蓄 電 池 あ る い は ニ ッ ケ ル － 水 素 蓄 電 池 が 用 い ら れ て い る が
、 重 量 エ ネ ル ギ ー 密 度 や 体 積 エ ネ ル ギ ー 密 度 の 点 で 充 分 に 満 足 で き る も の で は な く 、 多 数
の 二 次 電 池 を 必 要 と す る た め 電 池 パ ッ ク が 大 き く 重 く な る た め 電 動 工 具 の 操 作 性 が 低 下 す
る 課 題 や 、 多 数 の 電 池 が 密 集 配 置 さ れ る た め 電 池 の 放 熱 性 に 課 題 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 前 記 ニ ッ ケ ル － カ ド ミ ウ ム 蓄 電 池 や ニ ッ ケ ル － 水 素 蓄 電 池 に 比 し て 重 量 エ ネ ル ギ ー 密 度
及 び 体 積 エ ネ ル ギ ー 密 度 が 優 れ た 二 次 電 池 と し て リ チ ウ ム イ オ ン 二 次 電 池 な ど の 非 水 電 解
液 二 次 電 池 が 知 ら れ て お り 、 こ れ を 用 い て 電 池 パ ッ ク を 構 成 す る と 、 同 一 出 力 電 力 に お け
る 電 池 パ ッ ク の 小 型 軽 量 化 を 促 進 す る こ と が 可 能 で あ る 。 中 で も 扁 平 角 形 の リ チ ウ ム イ オ
ン 二 次 電 池 を 用 い る と 、 円 筒 形 の 電 池 を 用 い た 場 合 よ り ス ペ ー ス 効 率 に 優 れ た 電 池 パ ッ ク
の 構 成 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 リ チ ウ ム イ オ ン 二 次 電 池 の よ う な 非 水 電 解 液 を 用 い る 二 次 電 池 は 、 過 充 電 や 過
放 電 に よ り 劣 化 や 発 熱 を 生 じ や す い の で 、 電 池 保 護 回 路 や 充 放 電 制 御 回 路 を 設 け る 必 要 が
あ り 、 こ れ ら の 回 路 を 構 成 し た 回 路 基 板 を 二 次 電 池 と 共 に パ ッ ク ケ ー ス 内 に 収 容 し て 電 池
パ ッ ク が 構 成 さ れ る 。 こ の よ う な 二 次 電 池 と 回 路 基 板 と を パ ッ ク ケ ー ス 内 に 収 容 し た 電 池
パ ッ ク は 多 数 の 提 案 が な さ れ て お り 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 示 す 電 池 パ ッ ク な ど が 知 ら れ
て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ １ ３ ０ １ ５ 号 公 報 （ 第 ３ ～ ５ 頁 、 図 １ ）
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 電 動 工 具 の 電 池 電 源 の よ う に 比 較 的 大 き な 電 力 が 要 求 さ れ る 電 池 パ ッ ク の 場 合 で は 多 数
の 二 次 電 池 が 用 い ら れ る た め 、 各 二 次 電 池 を 回 路 基 板 に 接 続 す る た め の 配 線 構 造 が 複 雑 に
な る 課 題 が あ っ た 。 ま た 、 電 動 工 具 は 塵 埃 や 水 が 飛 散 す る よ う な 環 境 下 で 使 用 さ れ る こ と
が 多 い た め 、 回 路 基 板 な ど の 電 気 回 路 部 分 に 防 水 、 防 湿 、 防 塵 す る た め の 構 造 が 必 要 と な
る が 、 そ れ に よ っ て 二 次 電 池 の 放 熱 性 が 損 な わ れ た り 、 電 池 パ ッ ク が 大 型 化 し な い よ う に
構 成 す る こ と が 要 求 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 が 目 的 と す る と こ ろ は 、 複 数 の 二 次 電 池 と 回 路 基 板 と を 簡 易 に 接 続 す る 構 造 を 設
け て 一 体 化 す る と 共 に 電 気 回 路 部 分 の 防 水 、 防 湿 、 防 塵 の 構 造 を 設 け た 電 池 パ ッ ク を 提 供
す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 は 、 電 池 缶 内 に 極 板 群 及 び 電 解 液 を 収 容 し て 開 口 端 を
封 口 板 に よ っ て 封 口 し 、 前 記 封 口 板 に 極 端 子 が 設 け ら れ て な る 複 数 の 扁 平 角 形 の 二 次 電 池
と 、 各 二 次 電 池 の 動 作 状 態 を 管 理 す る 電 池 管 理 回 路 を 構 成 し た 回 路 基 板 と を パ ッ ク ケ ー ス
内 に 収 容 し て な る 電 池 パ ッ ク で あ っ て 、 前 記 複 数 の 二 次 電 池 を そ の 封 口 板 側 を 同 一 方 向 に
し て フ レ ー ム に よ っ て 保 持 す る こ と に よ り 複 数 の 二 次 電 池 を 一 体 化 し 、 複 数 の 二 次 電 池 の
封 口 板 側 を 保 持 す る フ レ ー ム に 前 記 回 路 基 板 を 取 り 付 け 、 回 路 基 板 と 各 二 次 電 池 及 び 入 出
力 端 子 と の 間 を 電 気 的 接 続 し た 後 、 回 路 基 板 の 所 要 面 を 樹 脂 被 覆 す る 樹 脂 モ ー ル ド が 施 さ
れ て な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 複 数 の 二 次 電 池 は フ レ ー ム に よ っ て 隣 り 合 う 間 に 所 定 間 隔 を 設 け て
並 列 配 置 さ れ た 状 態 に 一 体 化 さ れ 、 二 次 電 池 の 封 口 板 側 を 保 持 す る フ レ ー ム に 回 路 基 板 が
取 り 付 け ら れ る の で 、 複 数 の 二 次 電 池 と 回 路 基 板 と が 一 体 化 さ れ 、 回 路 基 板 に は 樹 脂 モ ー
ル ド が 施 さ れ る の で 、 各 二 次 電 池 の 正 負 極 端 子 や 回 路 基 板 は 隔 離 さ れ た 状 態 と な り 、 樹 脂
モ ー ル ド に よ っ て 被 覆 さ れ る の で 、 二 次 電 池 を 冷 却 す る た め に 外 部 に 通 じ る 通 風 口 等 か ら
パ ッ ク ケ ー ス 内 に 塵 埃 や 水 分 が 浸 入 し て も 電 気 回 路 部 分 は 防 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 二 次 電 池 は 、 扁 平 角 形 に 形 成 さ れ 、 そ の 最 大 面 積 平 坦 面 が 所 定 間 隔
を 隔 て て 互 い に 対 面 す る よ う に フ レ ー ム に よ っ て 保 持 す る こ と に よ り 、 各 二 次 電 池 の 間 に
空 気 流 通 路 が 形 成 さ れ て 放 熱 が 促 進 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 上 記 構 成 に お い て 、 樹 脂 モ ー ル ド は 、 電 気 的 導 電 部 分 を 含 む 電 子 部 品 実 装 面 を 樹 脂
被 覆 す る こ と に よ り 、 導 電 部 分 の 防 水 、 防 湿 が 図 ら れ 、 更 に 、 封 口 板 側 フ レ ー ム の 回 路 基
板 を 収 容 し た 凹 部 内 に 回 路 基 板 を 被 覆 し て 樹 脂 を 充 填 す る と 、 よ り 広 範 囲 に 樹 脂 被 覆 が な
さ れ て 効 果 的 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の 二 次 電 池 は 隣 り 合 う 間 に 所 定 間 隔 を 設 け て 並 列 配 置 さ れ る の で
、 空 気 流 通 に よ る 冷 却 に よ り 温 度 上 昇 を 抑 え る こ と が で き 、 二 次 電 池 の 封 口 板 側 を 保 持 す
る フ レ ー ム に 回 路 基 板 が 取 り 付 け ら れ る の で 、 複 数 の 二 次 電 池 と 回 路 基 板 と が 一 体 化 さ れ
、 回 路 基 板 に は 樹 脂 モ ー ル ド が 施 さ れ る の で 、 外 部 に 通 じ る 通 風 口 等 か ら パ ッ ク ケ ー ス 内
に 塵 埃 や 水 分 が 浸 入 し て も 電 気 回 路 部 分 は 防 御 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 、 実 施 形 態 に 係 る 電 池 パ ッ ク １ を 示 す も の で 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 電 動 工 具 Ａ に
装 着 し て 電 動 工 具 Ａ の 駆 動 電 源 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 電 動 工 具 Ａ の 使 用 に
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よ り 電 池 容 量 が 減 少 し た と き に は 、 電 動 工 具 Ａ か ら 取 り 外 し 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 充 電
器 Ｂ に 装 填 す る こ と に よ り 、 充 電 す る こ と が で き る 。 電 動 工 具 Ａ 又 は 充 電 器 Ｂ へ の 装 着 は
、 パ ッ ク ケ ー ス ５ の 上 方 に 設 け ら れ た 装 着 部 ２ ０ の 両 側 面 に 形 成 さ れ た 摺 動 溝 ２ ０ ａ に 電
動 工 具 Ａ 又 は 充 電 器 Ｂ に 設 け ら れ た 凸 条 部 が 嵌 入 す る よ う に 電 池 パ ッ ク １ を 押 し 込 む と 、
装 着 部 ２ ０ の 中 央 に 保 持 さ れ た コ ネ ク タ ケ ー ス １ ２ に 設 け ら れ た 接 続 プ ラ グ １ ４ が 電 動 工
具 Ａ 又 は 充 電 器 Ｂ の ソ ケ ッ ト に 挿 入 さ れ て 電 気 的 接 続 が な さ れ る と 共 に 電 池 パ ッ ク １ は 装
着 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 電 池 パ ッ ク １ は 、 図 ２ に 分 解 図 示 す る よ う に 、 パ ッ ク ケ ー ス ５ 内 に １ ０ 個 の 二 次 電
池 ２ と 、 こ の 二 次 電 池 ２ の 充 放 電 制 御 や 電 池 保 護 制 御 な ど を 行 う 電 池 管 理 回 路 を 構 成 し た
回 路 基 板 ３ と を 収 容 し 、 二 次 電 池 ２ の 放 熱 を 促 す 送 風 フ ァ ン ４ を 一 体 に 組 み 込 ん で 構 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 二 次 電 池 ２ は 、 扁 平 直 方 体 の 外 形 に 形 成 さ れ た リ チ ウ ム イ オ ン 二 次 電 池 が 適 用 さ れ
て お り 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 こ の 二 次 電 池 ２ の 最 大 面 積 平 坦 面 が パ ッ ク ケ ー ス ５ の 底 面 に
対 し て 垂 直 方 向 に な り 、 所 定 間 隔 を 隔 て て 互 い に 対 向 す る よ う に し て 、 １ ０ 個 の 二 次 電 池
２ が 並 列 配 置 さ れ て い る 。 こ の よ う に １ ０ 個 の 二 次 電 池 ２ を 所 定 間 隔 を 隔 て て 並 列 配 置 さ
れ た 状 態 に 保 持 す る た め に 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 二 次 電 池 ２ の 長 手 方 向 中 央 部 分 の 断 面 積
に 対 応 す る 開 口 形 状 寸 法 の 電 池 収 容 部 （ 開 口 部 ） １ ７ を １ ０ 箇 所 に 形 成 し た セ ン タ ー フ レ
ー ム ７ に よ り 二 次 電 池 ２ の 中 央 部 分 が 保 持 さ れ 、 二 次 電 池 ２ の 両 端 が そ れ ぞ れ 端 子 側 フ レ
ー ム ６ 、 底 側 フ レ ー ム ８ で 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 二 次 電 池 ２ は 、 有 底 角 筒 に 形 成 さ れ た 電 池 缶 ２ ４ 内 に 、 長 尺 に 形 成
し た 正 極 板 と 負 極 板 と を セ パ レ ー タ を 介 し て 巻 回 し た 巻 回 型 極 板 群 、 も し く は 複 数 の 正 極
板 と 負 極 板 と を セ パ レ ー タ を 介 し て 積 層 し た 積 層 型 極 板 群 を 挿 入 し 、 電 池 缶 ２ ４ の 開 口 端
に 封 口 板 ２ ３ を 溶 接 し て 電 池 缶 ２ ４ の 開 口 端 を 封 口 し 、 電 池 缶 ２ ４ 内 に 電 解 液 を 注 入 し て
電 池 缶 ２ ４ 内 が 密 閉 さ れ る 。 前 記 封 口 板 ２ ３ に は 正 極 板 に 接 続 し た 正 極 端 子 ２ １ が 封 口 板
２ ３ と 電 気 的 に 絶 縁 し て 設 け ら れ 、 封 口 板 ２ ３ 及 び 電 池 缶 ２ ４ は 二 次 電 池 ２ の 負 極 端 子 を
構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 二 次 電 池 ２ は 大 電 流 の 放 電 や 過 充 電 等 の 原 因 に よ り 温 度 上 昇 す る と 、 熱 膨 張 や 電 解 液 の
気 化 な ど に よ っ て 電 池 缶 ２ ４ に 膨 ら み が 生 じ 、 そ れ は 電 池 缶 ２ ４ の 側 面 と な る 最 大 面 積 平
坦 面 に 顕 著 に 現 れ る 。 電 池 缶 ２ ４ 内 に 収 容 さ れ た 極 板 群 は 、 そ れ が 巻 回 型 で あ っ て も 積 層
型 で あ っ て も 正 極 板 と 負 極 板 と が セ パ レ ー タ を 介 し て 積 層 さ れ た 状 態 に 電 池 缶 ２ ４ の 両 側
の 最 大 面 積 平 坦 面 の 間 で 挟 圧 さ れ 、 セ パ レ ー タ に 含 浸 さ れ た 状 態 で 存 在 す る 電 解 液 中 を 移
動 す る イ オ ン が 正 極 板 と 負 極 板 と の 間 で 行 き 来 す る こ と に よ り 充 放 電 反 応 が な さ れ る 。 電
池 缶 ２ ４ に 膨 ら み が 生 じ る と 、 積 層 間 の 密 着 状 態 が 損 な わ れ 、 積 層 間 に 隙 間 が 発 生 す る と
、 イ オ ン 移 動 度 に 不 具 合 が 生 じ 、 充 放 電 反 応 が 充 分 に な さ れ な い 状 態 と な る 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 セ ン タ ー フ レ ー ム ７ は 、 １ ０ 個 の 二 次 電 池 ２ を そ れ ぞ れ 電 池 収 納 部
１ ７ に 挿 入 す る と 、 二 次 電 池 ２ を そ の 電 池 缶 ２ ４ の 略 中 央 部 分 を 周 囲 か ら 囲 ん だ 状 態 に 保
持 す る の で 、 二 次 電 池 ２ は 膨 ら み が 生 じ な い よ う に 挟 圧 さ れ た 状 態 と な る 。 因 み に 、 本 実
施 形 態 に 適 用 し た 二 次 電 池 ２ の 短 手 方 向 幅 は １ ０ ｍ ｍ で あ り 、 電 池 収 容 部 １ ７ の 短 手 方 向
幅 は １ ０ ． ４ ｍ ｍ に 形 成 さ れ て い る の で 、 組 み 立 て 当 初 で は 二 次 電 池 ２ を 電 池 収 容 部 １ ７
に ス ム ー ズ に 挿 入 で き 、 電 池 缶 ２ ４ の 膨 ら み は 電 池 収 容 部 １ ７ の 幅 で 規 制 さ れ る た め 、 電
池 缶 ２ ４ の 膨 ら み に よ る 二 次 電 池 ２ の 性 能 低 下 は 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 １ ０ 個 の 二 次 電 池 ２ は そ れ ぞ れ を 同 一 方 向 に し て セ ン タ ー フ レ ー ム ７ の 各 電 池 収 容 部 １
７ に 挿 入 さ れ 、 二 次 電 池 ２ の 底 面 側 に は 電 池 缶 ２ ４ の 底 部 形 状 寸 法 に 対 応 す る 形 状 寸 法 の
底 部 収 容 凹 部 １ ８ が 並 列 形 成 さ れ た 底 側 フ レ ー ム ８ が 装 着 さ れ る 。 二 次 電 池 ２ の 封 口 板 ２
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３ 側 に は 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 内 側 に 二 次 電 池 ２ の 封 口 板 ２ ３ 側 を 収 容 す る 封 口 部
収 容 凹 部 １ ９ が 形 成 さ れ 、 そ の 凹 部 底 面 に は 正 極 端 子 ２ １ を 貫 通 さ せ る 正 極 接 続 窓 ２ ５ と
、 封 口 板 ２ ３ の 一 部 板 面 を 覗 か せ た 負 極 接 続 窓 ２ ６ と が 形 成 さ れ た 端 子 側 フ レ ー ム ６ が 装
着 さ れ る 。 こ の 端 子 側 フ レ ー ム ６ の 外 側 に は 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 回 路 基 板 ３ を 収
容 す る 基 板 収 容 凹 部 ２ ８ と 、 １ ０ 個 の 二 次 電 池 ２ を 直 列 接 続 す る と 共 に 各 二 次 電 池 ２ を 回
路 基 板 ３ に 接 続 す る 直 列 接 続 板 ９ 、 正 極 接 続 板 １ ０ 、 負 極 接 続 板 １ １ を 収 容 す る 接 続 板 収
容 凹 部 ２ ７ と が 形 成 さ れ て い る 。 接 続 板 収 容 凹 部 ２ ７ の 底 面 に は 、 前 記 正 極 接 続 窓 ２ ５ と
負 極 接 続 窓 ２ ６ と が 開 口 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 １ ０ 個 の 二 次 電 池 ２ を 端 子 側 フ レ ー ム ６ 、 セ ン タ ー フ レ ー ム ７ 、 底 側 フ レ ー ム ８ で 囲 っ
て 互 い に 接 合 し た 後 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 端 子 側 フ レ ー ム ６ に 形 成 さ れ た 正 極 接 続 窓 ２ ５
と 負 極 接 続 窓 ２ ６ か ら 、 図 ７ に 示 す 直 列 接 続 板 ９ を 隣 り 合 う 二 次 電 池 ２ に ま た が っ て 正 極
端 子 ２ １ と 封 口 板 ２ ３ と に 当 接 さ せ 、 正 極 接 続 部 ４ １ を 正 極 端 子 ２ １ に 、 負 極 接 続 部 ４ ２
を 封 口 板 ２ ３ に そ れ ぞ れ ス ポ ッ ト 溶 接 し て １ ０ 個 の 二 次 電 池 ２ を 直 列 接 続 す る 。 直 列 接 続
さ れ た 正 極 側 の 接 続 端 と な る 二 次 電 池 ２ の 正 極 端 子 ２ １ に は 正 極 接 続 板 １ ０ が 、 直 列 接 続
さ れ た 負 極 側 の 接 続 端 と な る 二 次 電 池 ２ の 封 口 板 ２ ３ に は 負 極 接 続 板 １ １ が ス ポ ッ ト 溶 接
さ れ る 。 図 ７ は 直 列 接 続 板 ９ の 例 を 示 す も の で あ る が 、 直 列 接 続 板 ９ 、 正 極 接 続 板 １ ０ 、
負 極 接 続 板 １ １ に は 、 そ れ ぞ れ 回 路 基 板 ３ に 接 続 す る た め の 基 板 接 続 突 起 ２ ９ が 形 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 １ ０ 個 の 二 次 電 池 ２ に 直 列 接 続 板 ９ 、 正 極 接 続 板 １ ０ 、 負 極 接 続 板 １ １ が ス ポ ッ ト 溶 接
さ れ た 端 子 側 フ レ ー ム ６ の 基 板 収 容 凹 部 ２ ８ に 回 路 基 板 ３ を 収 納 す る と 、 直 列 接 続 板 ９ 、
正 極 接 続 板 １ ０ 及 び 負 極 接 続 板 １ １ に 形 成 さ れ た 基 板 接 続 突 起 ２ ９ が 回 路 基 板 ３ に 形 成 さ
れ た 接 続 穴 に 挿 入 さ れ る の で 、 各 基 板 接 続 突 起 ２ ９ は 回 路 基 板 ３ に 半 田 付 け さ れ る 。 こ の
接 続 構 造 に よ り 、 １ ０ 個 の 二 次 電 池 ２ そ れ ぞ れ を 回 路 基 板 ３ に 接 続 す る た め に リ ー ド 配 線
す る こ と な く 各 二 次 電 池 ２ は 回 路 基 板 ３ に 接 続 さ れ 、 回 路 基 板 ３ に お い て 基 板 接 続 突 起 ２
９ の 間 の 電 圧 か ら 各 二 次 電 池 ２ 個 々 の 電 池 電 圧 を 測 定 す る こ と が で き 、 回 路 基 板 ３ に 構 成
さ れ た 電 池 保 護 回 路 は 各 二 次 電 池 ２ 個 々 の 電 池 電 圧 か ら 二 次 電 池 ２ を 過 充 電 、 過 放 電 か ら
保 護 す る 制 御 を 実 行 し 、 充 放 電 制 御 回 路 は 電 池 電 圧 及 び 電 池 温 度 の 測 定 に 基 づ く 充 放 電 制
御 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 基 板 収 容 凹 部 ２ ８ に 収 容 さ れ た 回 路 基 板 ３ と 、 セ ン タ ー フ レ ー ム ７ 上 に 配 置 さ れ る コ ネ
ク タ ケ ー ス １ ２ 内 に 設 け ら れ る 送 風 フ ァ ン ４ 及 び 接 続 プ ラ グ １ ４ と の 間 に リ ー ド 接 続 が な
さ れ た 後 、 回 路 基 板 ３ は 樹 脂 モ ー ル ド さ れ る 。 樹 脂 モ ー ル ド は 、 リ ー ド 線 の 接 続 部 分 を 含
む 電 子 部 品 の 実 装 面 に 溶 融 し た 樹 脂 を 流 し 込 ん で 固 化 さ せ る こ と に よ り 、 回 路 基 板 ３ の 電
気 的 絶 縁 性 が 強 化 さ れ る と 同 時 に 防 湿 ・ 防 水 性 を 図 る こ と が で き る 。 よ り 好 ま し く は 、 基
板 収 容 凹 部 ２ ８ 内 を 埋 め る よ う に 溶 融 し た 樹 脂 を 流 し 込 ん で 固 化 さ せ る と 、 回 路 基 板 ３ の
全 面 が 樹 脂 で 包 み 込 ま れ 、 回 路 基 板 ３ と 端 子 側 フ レ ー ム ６ と が 樹 脂 モ ー ル ド が 施 さ れ る 。
こ の 樹 脂 モ ー ル ド に よ り 回 路 基 板 ３ 上 に 実 装 さ れ た 電 子 部 品 の 防 湿 対 策 が 図 ら れ る 他 、 パ
ッ ク ケ ー ス ５ に 形 成 さ れ た 通 気 穴 １ ３ ａ ， １ ３ ｂ な ど か ら 浸 入 し た 水 に よ り 電 気 的 障 害 が
発 生 す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 の よ う に 二 次 電 池 ２ 及 び 回 路 基 板 ３ が 一 体 に 組 み 合 わ さ れ た 後 、 図 ２ に 示 す よ う に
、 ４ 面 に 保 護 板 １ ６ が 配 置 さ れ 、 セ ン タ ー フ レ ー ム ７ 上 に 配 し た 送 風 フ ァ ン ４ を 囲 っ て コ
ネ ク タ ケ ー ス １ ２ を 配 し た 後 、 右 ケ ー ス ５ ａ 及 び 左 ケ ー ス ５ ｂ か ら な る パ ッ ク ケ ー ス ５ を
閉 じ て 、 図 １ に 示 し た よ う な 電 池 パ ッ ク １ に 完 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 電 池 パ ッ ク １ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 電 動 工 具 Ａ に ス ラ イ ド 装 着 さ れ る と 、 コ ネ ク
タ ケ ー ス １ ２ 内 に 設 け ら れ た 接 続 プ ラ グ １ ４ が 電 動 工 具 Ａ に 設 け ら れ た 接 続 ソ ケ ッ ト に 接
続 さ れ 、 電 動 工 具 Ａ の 始 動 ス イ ッ チ の Ｏ Ｎ 操 作 に よ り 電 動 工 具 Ａ に 駆 動 電 力 を 供 給 す る 電
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力 供 給 回 路 が 閉 じ ら れ る 。 電 動 工 具 Ａ の 駆 動 負 荷 が 大 き く な る と 二 次 電 池 ２ か ら の 放 電 量
も 増 加 す る た め 温 度 上 昇 し 、 電 池 管 理 回 路 に よ り 所 定 温 度 が 検 出 さ れ る と 、 電 池 管 理 回 路
は 送 風 フ ァ ン ４ が 駆 動 さ れ る よ う に 制 御 す る の で 、 二 次 電 池 ２ は 送 風 空 気 に よ り 冷 却 さ れ
る 。 リ チ ウ ム イ オ ン 二 次 電 池 に お け る 放 電 は 発 熱 反 応 と な る の で 、 大 電 流 放 電 に よ り 電 動
工 具 Ａ が 使 用 さ れ る と 二 次 電 池 ２ の 温 度 上 昇 は 激 し く 、 電 池 管 理 回 路 は 送 風 に よ り 二 次 電
池 ２ が ６ ０ ℃ 以 下 の 温 度 状 態 で 使 用 さ れ る よ う に 送 風 フ ァ ン ４ を 制 御 す る 。 特 に 、 真 夏 の
炎 天 下 の よ う な 高 温 環 境 で は 使 用 以 前 に 二 次 電 池 ２ の 温 度 が ４ ０ ℃ を 越 え る 場 合 も 想 定 で
き 、 そ の よ う な 環 境 下 で 電 動 工 具 Ａ が 使 用 さ れ る と 温 度 上 昇 も 大 き く な る の で 、 電 池 管 理
回 路 は 二 次 電 池 ２ の 温 度 が 高 い と き に は 電 動 工 具 Ａ の 使 用 の 如 何 に か か わ ら ず 送 風 フ ァ ン
４ を 駆 動 し て 二 次 電 池 ２ を 冷 却 し 、 二 次 電 池 ２ の 温 度 が ６ ０ ℃ を 越 え る よ う な 場 合 に は 電
動 工 具 Ａ に 対 す る 電 力 供 給 を 停 止 し て 送 風 フ ァ ン ４ の 駆 動 に よ り 二 次 電 池 ２ の 温 度 が 低 下
す る よ う に 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 送 風 フ ァ ン ４ は 、 そ の 回 転 に よ り パ ッ ク ケ ー ス ５ 内 に 外 気 を 取 り 込 む 吸 気 フ ァ ン と し て
構 成 さ れ 、 吸 気 し た 外 気 を 二 次 電 池 ２ に 吹 き 付 け て 冷 却 す る 。 電 池 パ ッ ク １ を 電 動 工 具 Ａ
に 装 着 す る と 、 コ ネ ク タ ケ ー ス １ ２ は 電 動 工 具 Ａ の 電 池 パ ッ ク 装 着 面 に 当 接 す る の で 、 コ
ネ ク タ ケ ー ス １ ２ の 吸 気 口 ３ ２ に 対 向 す る 電 動 工 具 Ａ の 電 池 パ ッ ク 装 着 面 に は 開 口 部 が 形
成 さ れ 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 電 動 工 具 Ａ の 電 池 パ ッ ク １ の 装 着 部 位 の 側 面 に は 前 記 開 口 部
に 通 じ る 外 気 取 り 入 れ 口 ａ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ８ に 白 抜 き 矢 印 で 示 す よ う に 、 送 風 フ ァ ン ４ は パ ッ ク ケ ー ス ５ 内 の セ ン タ ー フ レ ー ム
７ 上 に 配 設 さ れ て い る の で 、 送 風 フ ァ ン ４ が 駆 動 さ れ る と 、 吸 気 口 ３ ２ か ら 吸 気 さ れ た 外
気 は 所 定 間 隔 で 並 列 配 置 さ れ た 二 次 電 池 ２ の 対 向 間 を 通 過 し 、 パ ッ ク ケ ー ス ５ の 下 に 開 口
す る 下 方 通 気 穴 １ ３ ａ か ら 排 出 さ れ る 空 気 流 路 が 形 成 さ れ る の で 、 電 動 工 具 Ａ を 駆 動 す る
大 き な 放 電 電 流 に よ り 温 度 上 昇 す る 二 次 電 池 ２ が 冷 却 さ れ 、 温 度 上 昇 が 抑 制 さ れ る 。 ま た
、 セ ン タ ー フ レ ー ム ７ 上 に 設 け ら れ た 整 流 板 １ ５ は 、 送 風 フ ァ ン ４ か ら 送 風 さ れ て き た 空
気 の 流 れ を 両 側 に 流 し て 送 風 フ ァ ン ４ の 直 下 に あ る 二 次 電 池 ２ だ け で な く 端 方 向 に あ る 二
次 電 池 ２ に も 送 風 空 気 を 送 る こ と が で き 、 全 て の 二 次 電 池 ２ が 均 等 に 冷 却 さ れ る よ う に 作
用 す る 。 こ の 整 流 板 １ ５ に 開 口 径 及 び 開 口 位 置 を 調 整 し て 開 口 部 を 形 成 す る こ と に よ り 、
整 流 板 １ ５ の 下 に 位 置 す る 二 次 電 池 ２ に も 送 風 空 気 が 当 た る よ う に 調 整 す る こ と が で き 、
各 二 次 電 池 ２ に 対 す る 空 冷 状 態 を 均 等 化 し て 電 池 温 度 が 平 均 化 さ れ る よ う に 調 整 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 電 池 パ ッ ク １ は 、 そ れ が 電 動 工 具 Ａ に 装 着 さ れ た と き 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 電 動 工 具 Ａ
の 最 下 部 と 電 池 パ ッ ク １ の 底 面 と が 同 一 高 さ 位 置 と な る 寸 法 に 形 成 す る こ と に よ り 、 電 動
工 具 Ａ を 床 面 な ど に 安 定 し て 立 て る こ と が で き る 。 図 ８ に 示 す よ う に 、 パ ッ ク ケ ー ス ５ の
二 次 電 池 ２ の 長 手 方 向 断 面 は 、 下 方 の 両 側 に 下 方 窪 み ３ １ ａ 及 び 上 方 の 両 側 に 上 方 窪 み ３
１ ｂ が 形 成 さ れ 、 こ の 下 方 及 び 上 方 の 各 窪 み ３ １ ａ ， ３ １ ｂ に そ れ ぞ れ 下 方 通 気 穴 １ ３ ａ
、 上 方 通 気 穴 １ ３ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 下 方 及 び 上 方 の 各 窪 み ３ １ ａ ， ３ １ ｂ が 形 成
さ れ て い る こ と に よ り 、 電 動 工 具 Ａ を 立 て た 状 態 、 即 ち 電 動 工 具 Ａ の 駆 動 が 停 止 さ れ て い
る 状 態 で も 下 方 通 気 穴 １ ３ ａ は 塞 が れ る こ と は な く 、 破 線 矢 印 で 示 す よ う に 、 下 方 通 気 穴
１ ３ ａ か ら 流 入 し た 外 気 が 二 次 電 池 ２ の 間 を 通 っ て 上 方 通 気 穴 １ ３ ｂ に 抜 け る 空 気 の 流 れ
が 形 成 さ れ る 。 特 に 、 電 動 工 具 Ａ を 駆 動 し た 後 で は 二 次 電 池 ２ の 温 度 が 上 昇 し て お り 、 そ
の 熱 に よ っ て 上 方 通 気 穴 １ ３ ｂ に 流 れ る 上 昇 気 流 が 発 生 し 、 そ れ に 伴 っ て 下 方 通 気 穴 １ ３
ａ か ら 外 気 が 流 入 し て 二 次 電 池 ２ の 間 を 通 っ て 上 方 通 気 穴 １ ３ ｂ に 流 れ る 空 気 の 流 れ が 形
成 さ れ 、 温 度 上 昇 し た 二 次 電 池 ２ は 送 風 フ ァ ン ４ が 停 止 し て い る 状 態 で も 冷 却 作 用 が 促 進
さ れ 、 速 や か に 二 次 電 池 ２ の 温 度 を 低 下 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 下 方 及 び 上 方 の 各 通 気 穴 １ ３ ａ ， １ ３ ｂ は 二 次 電 池 ２ の 冷 却 に 効 果 的 に 作 用 す る が
、 雨 中 な ど 水 滴 が 飛 散 す る よ う な 環 境 で 電 動 工 具 Ａ が 使 用 さ れ た 場 合 や 、 水 溜 り の あ る 床
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面 に 電 動 工 具 Ａ が 置 か れ た よ う な 場 合 に 、 下 方 及 び 上 方 の 各 通 気 穴 １ ３ ａ ， １ ３ ｂ か ら 水
が 浸 入 す る 恐 れ が あ る 。 図 ８ に 示 す よ う に 、 パ ッ ク ケ ー ス ５ 内 に 水 が 浸 入 し て も 、 各 二 次
電 池 ２ の 封 口 板 側 は 端 子 側 フ レ ー ム ６ に 囲 わ れ 、 回 路 基 板 ３ は 樹 脂 モ ー ル ド ３ ０ に よ っ て
被 覆 さ れ て い る の で 、 通 電 部 分 に 水 が 浸 入 す る こ と は な く 、 過 酷 な 環 境 下 で の 使 用 が 想 定
さ れ る 電 動 工 具 Ａ の 電 池 パ ッ ク １ と し て の 安 全 性 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 電 動 工 具 Ａ の 駆 動 に よ り 電 池 容 量 が 低 下 し た 場 合 に は 、 電 動 工 具 Ａ か ら 電 池 パ ッ ク １ を
取 り 外 し 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 充 電 器 Ｂ に 装 着 す る こ と に よ り 二 次 電 池 ２ に 対 す る 充 電
が な さ れ る 。 電 池 パ ッ ク １ は 充 電 器 Ｂ に 装 着 す る と き に は 、 図 示 す る よ う に 天 地 方 向 を 逆
に し て 充 電 器 Ｂ に 装 着 さ れ 、 充 電 器 Ｂ の 電 池 パ ッ ク １ の 装 着 位 置 に 設 け ら れ た 通 風 口 か ら
充 電 器 Ｂ 内 の 空 気 を 吸 気 し 、 充 電 器 Ｂ の 排 熱 と 同 時 に 充 電 中 の 二 次 電 池 ２ を 冷 却 す る 。 充
電 器 Ｂ の 側 に も 排 気 フ ァ ン が 設 け ら れ て い る 場 合 に は 、 送 風 フ ァ ン ４ と 合 わ せ た 送 風 を 実
施 す る と 、 よ り 効 果 的 な 冷 却 が な さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 使 用 直 後 の 電 動 工 具 Ａ か ら 取 り 外 さ れ た 電 池 パ ッ ク １ で は 、 二 次 電 池 ２ の 温 度 が 充 電 に
適 し た 温 度 以 上 に な っ て い る こ と が 予 想 で き 、 電 池 温 度 は 電 池 管 理 回 路 で 検 出 さ れ る と 共
に コ ネ ク タ を 通 じ て 充 電 器 Ｂ 側 で も 検 出 さ れ る の で 、 電 池 温 度 が ４ ５ ℃ 以 上 で あ る 場 合 に
は 充 電 は 開 始 さ れ ず 、 電 池 温 度 が ４ ５ ℃ 以 下 に な る よ う に 送 風 に よ る 冷 却 が 継 続 さ れ た 後
に 充 電 が 開 始 さ れ る よ う に 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 上 説 明 し た 電 池 パ ッ ク １ で は 、 二 次 電 池 ２ と し て 扁 平 角 形 の も の を 適 用 し て い る が 、
円 筒 形 に 形 成 し た 二 次 電 池 を 適 用 す る こ と も 可 能 で あ り 、 本 構 成 に よ り 同 様 の 効 果 が 得 ら
れ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 電 池 パ ッ ク は 、 複 数 の 二 次 電 池 は 隣 り 合 う 間 に 間 隙 を 設 け て 並 列 配 置 さ れ
る の で 空 気 流 通 に よ る 二 次 電 池 の 冷 却 が 促 進 さ れ 、 外 気 を パ ッ ク ケ ー ス 内 に 取 り 込 む た め
の 通 気 口 か ら 塵 埃 や 水 が パ ッ ク ケ ー ス 内 に 浸 入 し て も 電 気 回 路 部 分 は 樹 脂 モ ー ル ド に よ っ
て 被 覆 さ れ て い る た め 損 傷 を 受 け 難 い 構 造 と な る 。 従 っ て 、 過 酷 な 環 境 下 で 使 用 さ れ る こ
と も 多 い 電 動 工 具 な ど の 電 池 電 源 と し て 好 適 な 電 池 パ ッ ク が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 実 施 形 態 に 係 る 電 池 パ ッ ク の 外 観 構 成 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 同 上 電 池 パ ッ ク の 構 成 要 素 を 示 す 分 解 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 同 上 電 池 パ ッ ク に 適 用 し た 二 次 電 池 の 構 成 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 二 次 電 池 を 保 持 す る セ ン タ ー フ レ ー ム の 構 成 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ５ 】 端 子 側 フ レ ー ム の 構 成 を （ ａ ） 外 面 側 と 、 （ ｂ ） 内 面 側 と で 示 す 斜 視 図 。
【 図 ６ 】 複 数 の 二 次 電 池 と 回 路 基 板 の 接 続 構 造 を 示 す 側 面 図 。
【 図 ７ 】 直 列 接 続 板 の 構 成 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ８ 】 二 次 電 池 に 対 す る 空 気 流 通 構 造 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ９ 】 電 動 工 具 に 対 す る 装 着 構 造 を 説 明 す る 側 面 図 。
【 図 １ ０ 】 充 電 器 に 対 す る 装 着 構 造 を 説 明 す る 側 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ 　 電 池 パ ッ ク
　 ２ 　 二 次 電 池
　 ３ 　 回 路 基 板
　 ４ 　 送 風 フ ァ ン
　 ５ 　 パ ッ ク ケ ー ス
　 ６ 　 端 子 側 フ レ ー ム
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　 ７ 　 セ ン タ ー フ レ ー ム
　 ８ 　 底 側 フ レ ー ム
　 ３ ０ 　 樹 脂 モ ー ル ド

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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